
・農地法面の石積の積み直し
（島根県吉賀町：真田地区資源保全組合）



泥んこ遊び

・学校や他団体と連携した農作業体験
（鳥取県琴浦町：出上農地・水保全活動組織）















つなぐ棚田遺産 ～ふるさとの誇りを未来へ～（ポスト棚田百選）の実施について 
日本の棚田の多くは、長い歴史を有し、国民への食料供給にとどまらず、国土の保全、良好な景観の形成、伝統文化の継承等に大きな役割を果たし
てきました。こうした多面的な機能を有する棚田について、その保全活動を推進すること等を目的として、農林水産省は、平成 11 年に、優れた棚
田 134 地区を「日本の棚田百選」として認定しました。 
認定から 20 年以上が経過している昨今、棚田地域では、担い手の減少や農家の高齢化等により従来のような保全活動が難しくなり、棚田の荒廃の
危機に直面しています。 
このような中、令和元年には、待望の棚田地域振興法が施行され、その趣旨に基づき、着実に、棚田地域の振興に向けた取組が広がっています。 

 

そこで、農林水産省では、棚田地域の振興に関する取組を積極的に評価し、国民の皆さまに、棚田地域の活性化や棚田の有する多面的な機能に対す
るより一層のご理解とご協力をいただくことを目的として、改めて優良な棚田を認定する取組（「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～（ポ
スト棚田百選）」）を実施いたします。 
 
 

つなぐ棚田遺産オフィシャルサポーター制度について 
農林水産省では、棚田地域の振興に関する取組を積極的に評価し、国民の皆さまに、棚田地域の活性化や棚田の有する多面的な機能に対するより一
層のご理解とご協力をいただくことを目的として、改めて優良な棚田を認定する「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」を実施いたしま
す。つきましては。本取組を、企業、団体等多様な関係者とともに幅広く周知するとともに棚田地域の振興に資する取組を促進するため、つなぐ棚
田遺産オフィシャルサポーター制度を創設します。なお、オフィシャルサポーターの取組については、ホームページで紹介させていただきます。 
 

実施内容 

サポーターとして活動する企業等は、次のいずれかの取組を通じて「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」に関する周知活動等を実施する
ものとします。 
 企業等の Web ページ、SNS、広報誌、ポスター等への情報掲載 
 棚田に関する広報資料の配布・掲示、アナウンス等 
 各種イベント、セミナー、学会、講座、研修棟での紹介 
 企業の CSR 活動や SDGs への取組 
 その他、棚田の有する多面的機能や棚田地域の振興に関する取組について周知する活動等棚田地域の振興に資する取組 

 



オフィシャルサポーターのご紹介 

「つなぐ棚田遺産オフィシャルサポーター」は現在（令和 5 月 11 月 17 日）、次の企業・団体等の皆様にご協力・ご参画いただいております。 

 




